



  In the Enganjiʼs stupa at Gyeongju, Korea, four heavenly kings and the Zoodiac figures are 
enshrined, but little research has been conducted on then until now. These works are consid-
ered to have been produced in the first half of the 8th century because they have much in 
common with those of the early unified Siila in the second half of the 7th century. This paper 
will examine the meaning of the Enganjiʼs stupa of the unified Silla Era and determine the 




院とされる 1）。しかし，金庾信は統一新羅初期まで活躍した武将であり，創建年代が 8 世紀半ば





遠願寺址東西石塔のような 8 世紀以降の双塔伽藍は，7 世紀後半（統一新羅初期）に出現した双
塔伽藍の配置形式や石塔様式を踏襲したものだとする認識にあると考えられる。遠願寺址石塔も
図 1　遠願寺址東西石塔（①・②）8 世紀前半　塔高 570cm　慶州　石造
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双塔伽藍として，同寺石塔には守護尊として初層に四天王像が，上層基壇に十二支像が浮彫され


















世紀末～8 世紀初）や，『戒壇図経』の影響が指摘される四天王寺塔（679 年） 4） がある。四天王
寺塔では基壇に安置した守護尊はアーチ型の門扉中（格狭間中） 5） に浮彫される。






図 3　高仙寺址石塔と初層門扉（①・②）686 年以前　国立慶州博物館蔵　塔高 10m




れる感恩寺址舎利容器も 6），戒壇型として 7） 四天王や東西塔を含めて考えると，『戒壇図経』に
従っているとみなすことができる。こうした作例から，取手を省略して四天王を表した「門扉」
図 4-2　感恩寺西塔舎利容器の四天王像と持物（① - ⑧）682 年　国立慶州博物館蔵　金銅製
図 5　『戒壇図経』祇園精舎図の東西（比丘・比丘尼）戒壇　667 年






けられていない。また，守護尊を浮彫する 8 世紀の紀年銘作として現存最古である，758 年作の













物を握る（図 2 及び 8）。先述の感恩寺址舎利容器の全ての像には，「菊花」のように細かい皺が
円形をなす袖を表しており，これは遠願寺址の四天王にもみられる特徴である。次に，東西塔の














図 8-2　遠願寺址西塔の四天王像と邪鬼（① - ⑧）





























図 9　遠願寺址東西石塔の多聞天の宝塔（① - ③）
69遠願寺址石塔の四天王像・十二支像
図 10-1　東西塔の上層基壇の北面（丑・子・亥）と東面（辰・卯・寅）（① - ⑫）


















図 11 　通度寺 
戒壇舎利塔















































　ところで，開元 7 年（719）銘の慶州・甘山寺址の如来像と菩薩像には，7 世紀に頻出する単
弁蓮華座がみえる（図 15）。特に，如来台座は単弁と複弁で示しており，同形式を持つ 8 世紀の
記年銘作としては最も早い年代のものである。遠願寺址十二支像においては，複弁で示した東塔
午像（図 16）を除くと，他は全て単弁蓮華座であるため，単弁と複弁の両方を一緒に採用した


























西石塔の塔高は 570～580cm，基壇を除いた塔身高は 370～380cm であり，十二支像のある上層
基壇の幅は，東西塔ともに 220cm であることから，『大集経』に記述の幅 210cm ×高 360cm に
近い数値として興味深い。
　それに続く『大集経』の内容では，十二獣と四天王をともに登場させ 19），四天王の倍数となる



































































來安于茲爾。非四徳皆創遠願（大正 49.1011b ～ c）。




3 ） 同塔は，20 世紀前半に能勢氏により，復元・研究がなされている（能勢丑三「遠願寺の塔と十二
支神像について」『朝鮮』197，1931，pp. 73～76）。
4 ） 本作例については先行研究を参考にして頂きたい（拙稿「四天王寺護塔神出現の背景と道宣の
『戒壇図経』」『ザ・グレイトブッダ・シンポジウム論集　第十六号論集新羅仏教の思想と文化 ―  
77遠願寺址石塔の四天王像・十二支像
奈良仏教への射程 ―』GBS 実行委員会，2018，pp. 33～53）。
5 ） これは『戒壇図経』の記述にある「龕窟」として指摘した（注 4 拙稿，2018）。原形はもちろん，
中国の 6 世紀ごろの石窟にみえる，尊像を安置したアーチ型の「窟」などに求められる。統一新
羅の石塔や僧塔にみえるようなアーチ型門扉からすると，「門扉」でも良かろう。
6 ） 張忠植「韓国仏舎利信仰과그荘厳」『仏教美術史学』1，2003，pp. 7～26。




















































































図 5　大正 45（『戒壇図経』），pp. 812～813。
図 14　敦煌研究院主編『敦煌石窟全集 6　弥勒経画巻』2002，商務印書館，p.163。
その他の図版は全て筆者撮影。
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